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ステークホルダーとの対話
1  基本的な方針

2  投資家との対話
❶株主総会
● �日本製紙は、株主総会の活性化と議決権行使の円滑化に向

けて、株主総会招集ご通知をはじめとした会社情報の適時・
適切な提供・開示に取り組んでいます。

● �株主総会招集ご通知は読みやすさ・見やすさに加え、内容の
充実という観点から改善に取り組んでおり、事業報告の「対処
すべき課題」には、2030ビジョンや中期経営計画2025の達
成に向けた取り組みの進捗や課題を詳述しています。

● �株主総会招集ご通知は日本語と英語で開示し、英文にも事業
報告・計算書類の内容を含んでいます。

● �議決権電子行使プラットフォームへの参加に加え、スマート
フォン等による議決権行使方法の周知に努め、株主の皆さま
の大切な権利である議決権の行使環境を整備しています。

❷IR活動
● �当社経営企画部は、関係部門と連携して、株主・投資家との建

設的な対話の機会を持ち、資本提供者の目線からの経営分
析や意見を収集しています。

● �定期的に、グループ経営戦略会議等にて、IR活動の報告を
行っています。

● �当社は、株主に対し、年2回株主通信を郵送しています。

3  投資家以外のステークホルダーとの対話
● �当社グループは、ウェブサイトで企業活動に関する情報を発

信し、ご質問やご意見を受け付けています。

● �個別の対話を含むコミュニケーション活動を、多様なステー
クホルダーと実施することで、企業活動や取り組み内容の向
上に努めています。

コーポレートガバナンス報告書
https://www.nipponpapergroup.com/ir/governance/report/

ステークホルダー 主な対話手段

従業員

● 従業員エンゲージメント調査 P63（2年に1回）
● 労使協議会 P63（原則年2回）
● 人事希望調査・面談（年1回）
● 相談窓口（内部通報制度） P11
● 社内報（年4回）
● イントラネット

顧客・消費者
● 営業活動を通じた対話
● お問い合わせ窓口

サプライヤー
● 営業活動を通じた対話
● サプライヤーアンケート調査 P15（年1回）
● 現地でのヒアリング・意見交換

地域・社会
● 森と紙のなかよし学校 P68

● 環境コミュニケーション P25

NPO・NGO ● 人権に関する意見交換会 P55（年1回以上）

学生
● 就職説明会
● 出張授業

主なコミュニケーション活動

コーポレートガバナンス基本方針P72

WEB

情報開示基本方針（ディスクロージャー・ポリシー）　P80

日本製紙グループ行動憲章P77

実施回数

決算・経営説明会 2回

決算説明会 2回

個別ミーティング 94回

　うちESGに関するミーティング 3回

社長スモールミーティング 1回

社外取締役スモールミーティング 1回

森林資源価値説明会 1回

統合報告書の発行 1回

IR活動の実績（2022年度）

IR資料室
https://www.nipponpapergroup.com/ir/library/

WEB

森林資源価値説明会
当社は、森林・森林資源の価値やそれに関する戦略をア
ナリスト・機関投資家に伝えることを目的に、2021年度
より継続的に説明会を実施しています。2022年度は、森
林の価値最大化に向けた取り組みや、森林資源の活用と
脱炭素社会の構築に向けた取り組みなどを紹介し、質疑
応答を行いました。

事 例

日本製紙グループ
ESGデータブック2023
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